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東急百貨店本店歴史に幕

‖
宮
武
祐
希
撮
影

東京・渋谷の東急百貨店本店が

日、営業を終了し、半世紀以上の歴

史に幕を閉じた。

第562回 解説はこの新聞のどこかに

如月

読み方は…

第68回青少年読書感想文全国コン

クール（全国学校図書館協議会・毎

日新聞社主催、内閣府・文部科学省

後援、サントリーホールディングス

株式会社協賛）は、次の通り入賞者

が決定した。応募総数は

297万6172編、参加２万

4459校。‖敬称略（上位

作品と入賞・入選者は３

日朝刊に掲載）

〈内閣総理大臣賞〉仙台市立岩切

小２年・中堤想乃▽北海道帯広市立

大正小３年・久保咲楽▽東京都板橋

区立志村第三小６年・水谷日菜美▽

鹿児島市立鹿児島玉龍中１年・山田

慶吾▽茨城県立竹園高３年・小倉優

花〈文部科学大臣賞〉福島県棚倉町

立社川小２年・野口颯太▽松江市立

城北小３年・渡辺湊太▽群馬県沼田

市立升形小６年・峯川芽依▽東京都

江東区立第二南砂中３年・長谷美波

▽香川県立丸亀高２年・吉久萌花
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青少年読書感想文

全国コンクール入賞者

｢ルフィ｣ら強制送還へ

全国で相次ぐ強盗事件を

めぐり、日比両国は関与

が疑われる４人を強制送

還する準備を急ぐ。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

コロナ重症化を防ぐある｢習慣｣

宅配購読者はデジタル紙面無料

〈医療プレミア〉季節性インフルと同

じ「５類」への移行など、新型コロナ

との共存が加速する中、人のある習慣

が重症化リスクを低減させるという。

連続強盗と闇バイト

旧統一教会の養子縁組
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

逃せば違法なザリガニ

高速３社改修に１兆円

石原信雄さん死去
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碁・将棋 ７
オピニオン ８・９
みんなの広場 ８
くらしナビ

小説
スポーツ
地域 ～
数独

厚
労
省
、基
準
明
か
さ
ず

テ
ス
ト
大
会

落
札
企
業
か
ら

駐
日
米
大
使

中
国
け
ん
制

着
任
し
て
１
年
を
迎
え
た
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
駐
日
米
大
使
が

日
、
毎
日
新
聞

の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
中

国
の
台
湾
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
、
軍
事
の

み
な
ら
ず
経
済
的
な
側
面
に
注
意
を
向

け
中
国
を
抑
止
す
べ
き
だ
と
強
調
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
他
国

と
の
情
報
共
有
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
中
国
は
「
自
ら
の
行
動
に

よ
り
孤
立
を
深
め
て
い
る
」
と
も
語
っ

た
。

（
７
面
に
一
問
一
答
）

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
は
「
台
湾
海
峡
有

事
に
な
れ
ば
(
中
国
も
)
大
き
な
経
済
的

な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
る
」と
指
摘
。

対
中
抑
止
の
議
論
を
す
る
際
、
「
多
く

の
場
合
、軍
事
的
な
対
応
の
話
に
な
る
。

そ
れ
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
済
的
な

損
失
と
い
う
側
面
も
注
目
す
べ
き
だ
」

と
強
調
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
踏

み
切
っ
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
経
済
的
な
損
失
を
被
っ
て
い
る
こ
と

に
も
触
れ
、
中
国
側
を
け
ん
制
し
た
。

一
方
、
現
在
の
日
米
関
係
に
つ
い
て

は
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
良
の
関
係
」

と
明
言
。
過
去
に
あ
っ
た
日
米
経
済
摩

擦
な
ど
の
よ
う
な
懸
案
が
な
い
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
両
国
は
「
お
互
い
に

敬
意
を
持
っ
て
い
る
。
（
目
指
し
て
い

る
）
国
益
も
重
な
っ
て
お
り
、
均
衡
し

た
関
係
だ
」
と
述
べ
た
。

分
断
ぶ
り
が
顕
著
な
米
国
政
治
に
つ

い
て
は
「
政
治
は
、
人
々
が
関
心
を
寄

せ
る
大
き
な
決
断
を
す
る
以
上
、
騒
々

し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ

が
、
そ
の
騒
が
し
さ
が
険
悪
な
も
の
で

あ
る
必
要
は
な
い
」
と
述
べ
、
懸
念
を

示
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
関
し

て
は
「
険
悪
な
事
件
を
起
こ
し
た
勢
力

と
前
大
統
領
が
無
関
係
と
は
言
え
な

い
。
こ
う
し
た
勢
力
が
な
く
な
っ
て
は

い
な
い
」
と
語
っ
た
う
え
で
、
実
際
に

は
２
０
２
１
年
１
月
の
米
連
邦
議
会
襲

撃
事
件
後
も
、
銃
規
制
の
法
律
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
法
律
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
に
言
及
。
「
米
国
の
規
範
や
制
度
が

（
試
練
を
）
乗
り
越
え
た
と
い
う
の
も

事
実
だ
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
選
挙
が
実

施
さ
れ
、
民
主
主
義
が
持
ち
こ
た
え
て

い
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
ロ

シ
ア
か
ら
若
い
技
術
者
が
国
外
に
流
出

し
、
イ
ラ
ン
で
反
政
府
デ
モ
が
起
き
る

な
ど
権
威
主
義
国
家
側
が
困
難
に
直
面

し
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

【
古
本
陽
荘
】

藝

「台湾侵攻 軍事・経済両面で抑止を」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

駐
日
米
大
使
‖
東
京
都
港
区
で
31
日
、
和

田
大
典
撮
影

雇
用
調
整
助
成
金

企
業
が
従
業
員
に
支
払
っ
た
休
業
手
当
の
一
部
を
企

業
に
助
成
す
る
制
度
。
景
気
が
悪
く
な
っ
た
時
に
、
企

業
が
従
業
員
を
解
雇
し
た
り
雇
い
止
め
し
た
り
す
る
の
を
防
ぐ

の
が
目
的
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
政
府

は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
段
階
的
に
制
度
を
拡
充
し
た
。
コ
ロ

ナ
前
に
比
べ
売
り
上
げ
が
３
割
以
上
減
少
し
た
企
業
が
対
象

で
、
助
成
額
は
１
人
当
た
り
の
日
額
上
限
を
８
０
０
０
円
台
か

ら
１
万
５
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。
助
成
率
は
最
大
３
分
の

２
か
ら
最
大

分
の

に
広
げ
た
。不
正
が
発
覚
し
た
場
合
は
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
企
業
は
不
正
受
給
額
の
２
割
を
上
乗
せ

し
て
返
還
す
る
必
要
が
あ
る
。
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２
月
４
日
の
立
春
を
目
前

に
し
た
今
の
時
期
は
七
十
二

候
の
「
鶏
始
乳
（
に
わ
と
り

は
じ
め
て
と
や
に
つ
く
）」。

秋
か
ら
冬
に
休
産
す
る
鶏
が
日
照
時
間

の
変
化
を
感
じ
取
り
、
卵
を
産
み
始
め

る
意
味
だ
。
と
い
っ
て
も
養
鶏
場
の
鶏

は
年
中
、
卵
を
産
む
か
ら
そ
の
季
節
感

は
過
去
の
も
の
だ
▲
「
１
週
間
に
４
個

と
し
て
１
年
で
約
２
０
０
個
」
「
１
万

個
に
近
い
卵
を
食
べ
た
勘
定
に
な
る
」。

作
家
の
向
田
邦
子
さ
ん
が

年
以
上
前

の
随
筆
で
「
考
え
た
だ
け
で
も
そ
ら
恐

ろ
し
い
」
と
書
い
て
い
る
▲
驚
く
数
字

で
は
な
い
。
現
在
の
１
人
当
た
り
年
間

消
費
量
は
３
４
０
個
で
メ
キ
シ
コ
に
次

ぐ
世
界
２
位
。
鶏
は
毎
日
１
個
し
か
卵

を
産
め
な
い
か
ら
、
需
要
を
満
た
す
た

め
に
１
億
８
０
０
０
万
羽
も
の
採
卵
用

の
鶏
が
飼
わ
れ
て
い
る
▲
向
田
さ
ん
は

卵
か
け
ご
飯
が
好
物
だ
っ
た
そ
う
だ
。

今
で
は
Ｔ
Ｋ
Ｇ
の
略
称
も
あ
り
、
依
然

人
気
が
高
い
。
近
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
で
も
日
本
か
ら
の
輸
入
卵
で
作

る
卵
か
け
ご
飯
が
人
気
を
博
し
て
い
る

▲
そ
ん
な
「
卵
大
国
」
が
遅
れ
て
い
る

の
が
家
畜
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
（
動
物
福

祉
）
」
だ
。
欧
米
で
は
鶏
を
閉
じ
込
め

な
い
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
卵
生
産
が
主
流

に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
コ
ス
ト
が
高
く

つ
く
こ
と
も
あ
り
日
本
は
低
水
準
に
と

ど
ま
る
。
普
及
を
妨
げ
よ
う
と
鶏
卵
汚

職
事
件
も
起
き
た
▲
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
な
ど
で
世
界
的
に
卵
が
高
騰

し
て
い
る
。
米
国
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
化

の
影
響
も
あ
り
、

個
１
０
０
０
円
の

地
域
も
あ
る
。
悩
ま
し
い
が
「
物
価
の

優
等
生
」
の
地
位
が
揺
ら
い
で
も
鶏
本

位
が
時
代
の
流
れ
だ
ろ
う
。
ど
う
せ
な

ら
「
鶏
始
乳
」
の
季
節
感
が
復
活
す
る

の
も
悪
く
な
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
運
営
を
担
っ
た
組
織
委
員
会
大
会
運
営
局

の
元
次
長
が
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
か
ら
の
出
向
終
了
直
後
に
、
談
合
疑
惑
が
あ
る
テ
ス
ト
大

会
の
業
務
を
落
札
し
た
企
業
と
顧
問
契
約
を
結
び
、
顧
問
料
を
得
て
い
た
こ
と
が
関
係
者
へ
の

取
材
で
判
明
し
た
。
元
次
長
と
落
札
企
業
は
と
も
に
談
合
事
件
で
東
京
地
検
特
捜
部
の
家
宅
捜

索
を
受
け
、
そ
の
後
に
契
約
は
途
中
解
除
さ
れ
た
。
専
門
家
は
「
『
み
な
し
公
務
員
』
の
組
織

委
職
員
に
は
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
。
癒
着
と
の
疑
惑
を
招
き
か
ね
ず
、
法
令
順
守
の
面

か
ら
問
題
」
と
指
摘
す
る
。

元
次
長
と
顧
問
契
約
を
結
ん

で
い
た
の
は
イ
ベ
ン
ト
会
社

「
セ
レ
ス
ポ
」
（
東
京
都
豊
島

区
）
。
陸
上
競
技
の
大
会
運
営

を
得
意
と
し
、
組
織
委
が
２
０

１
８
年
に
発
注
し
た
テ
ス
ト
大

会

件
の
計
画
立
案
業
務
で

は
、
陸
上
競
技
の
会
場
と
な
っ

た
国
立
競
技
場
（
新
宿
区
）
な

ど
５
件
を
計
１
億
１
５
９
０
万

円
で
受
注
し
た
。
落
札
件
数
、

金
額
と
も
落
札
企
業
９
社
の
中

で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

一
方
、
組
織
委
大
会
運
営
局

は
東
京
都
や
民
間
企
業
か
ら
の

出
向
者
が
多
く
、
陸
連
出
身
の

元
次
長
は
他
の
出
向
者
を
と
り

ま
と
め
、
テ
ス
ト
大
会
の
運
営

を
統
括
す
る
立
場
だ
っ
た
。
部

下
に
は
セ
レ
ス
ポ
か
ら
の
出
向

職
員
も
い
た
。
元
次
長
は
東
京

五
輪
・
パ
ラ
が
閉
幕
し
て
約
半

年
後
の

年
３
月
末
、
組
織
委

へ
の
出
向
を
終
え
た
が
、
陸
連

に
復
帰
す
る
こ
と
な
く
退
職
。

同
年
４
月
か
ら
１
年
契
約
で
セ

レ
ス
ポ
顧
問
と
な
っ
た
｢
定
期

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
」
が
業
務
内

容
で

元
次
長
は
同
月

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
を
設
立
し
た
。

特
捜
部
と
公
正
取
引
委
員
会

は

年

月

日
に
独
占
禁
止

法
違
反
（
不
当
な
取
引
制
限
）

容
疑
で
元
次
長
の
自
宅
と
セ
レ

ス
ポ
本
社
を
家
宅
捜
索
し
、
セ

レ
ス
ポ
は
同
月
末
、
元
次
長
と

の
顧
問
契
約
を
終
了
し
た
。

セ
レ
ス
ポ
の
関
係
者
は
取
材

に
、
元
次
長
か
ら
実
際
に
業
務

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
な
か

っ
た
と
し
た
上
で
「
（
顧
問
契

約
は
）
元
次
長
が
陸
連
を
退
職

し
て
、
次
の
進
路
が
決
ま
る
ま

で
の
間
、
籍
を
置
い
て
も
ら
う

趣
旨
だ
っ
た
。
顧
問
料
の
金
額

は
言
え
な
い
が
、
大
き
な
金
額

で
は
な
い
」
と
証
言
し
た
。
セ

レ
ス
ポ
の
広
報
担
当
も
元
次
長

へ
の
報
酬
額
は
非
公
表
と
し
、

契
約
終
了
に
つ
い
て
は
「
元
次

長
か
ら

年

月
に
自
身
の
活

動
に
注
力
し
て
い
く
と
申
し
出

が
あ
っ
た
。
談
合
の
報
道
と
は

無
関
係
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

特
捜
部
は
元
次
長
が
談
合
に

深
く
関
わ
っ
た
と
し
て
独
禁
法

違
反
容
疑
で
立
件
す
る
方
針
を

固
め
て
お
り
、
セ
レ
ス
ポ
も
談

合
に
加
わ
っ
た
と
し
て
担
当
者

か
ら
任
意
で
事
情
を
聴
い
て
い

る
。
関
係
者
に
よ
る
と
、
元
次

長
は
談
合
容
疑
を
否
認
し
て
い

る
。
セ
レ
ス
ポ
幹
部
は

日
の

取
材
に
「
談
合
は
な
か
っ
た
と

い
う
認
識
だ
」
と
答
え
た
。

ス
ポ
ー
ツ
法
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
に
詳
し

い
岡
筋
泰
之
弁
護
士
は
「
国
は

不
公
正
な
行
為
を
防
ぐ
た
め
、

五
輪
・
パ
ラ
特
別
措
置
法
で
組

織
委
職
員
を『
み
な
し
公
務
員
』

に
し
た
。
『
李
下
に
冠
を
正
さ

ず
』
で
、
組
織
委
で
権
限
を
果

た
し
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
の

な
ら
ば
、
特
定
企
業
と
の
関
係

が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
は
控

え
る
べ
き
で
、
落
札
企
業
と
の

顧
問
契
約
は
不
適
切
」と
話
す
。

【
二
村
祐
士
朗
、井
口
慎
太
郎
、

松
尾
知
典
、
島
袋
太
輔
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
、
従
業
員
を
休
ま
せ

た
企
業
に
休
業
手
当
の
一
部
を

補
塡
す
る
「
雇
用
調
整
助
成
金

（
雇
調
金
）
」
の
特
例
措
置
が

日
で
終
了
し
た
。
コ
ロ
ナ
下

で
の
失
業
を
抑
制
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
が
、
不
正
受
給
も
目
立

ち
、
昨
年
末
時
点
で
１
２
２
１

件
、
１
８
７
億
８
０
０
０
万
円

に
上
っ
た
。
厚
生
労
働
省
は
不

正
案
件
を
積
極
的
に
公
表
す
る

方
針
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、

企
業
名
や
不
正
額
、
手
口
な
ど

を
個
別
に
公
表
し
た
の
は
２
２

４
件
、

億
３
０
０
０
万
円
に

と
ど
ま
る
。
公
表
さ
れ
た
割
合

は
件
数
で

％
、
不
正
受
給
額

で

％
に
過
ぎ
ず
、
詳
し
い
実

態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

特
例
措
置
は
２
０
２
０
年
４

月
に
始
ま
り
、
助
成
率
や
１
日

当
た
り
の
助
成
額
を
引
き
上
げ

た
。
支
給
総
額
は

年
１
月

日
時
点
で
６
兆
２
８
５
０
億
円

に
達
し
、
失
業
を
抑
制
す
る
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。厚

労
省
は
不
正
案
件
に
つ
い

て
の
公
表
基
準
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
厚
労
省
関
係
者
は

「
悪
質
性
と
不
正
受
給
額
を
基

に
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
」

と
説
明
す
る
。
発
覚
前
に
自
主

返
還
し
た
場
合
は
公
表
し
な
い

な
ど
、
返
還
の
有
無
を
重
視
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
各
都

道
府
県
の
労
働
局
ご
と
に
実
際

の
運
用
基
準
は
異
な
る
。

都
道
府
県
別
の
不
正
受
給
額

は
大
阪
が
最
も
多
く
、
１
７
１

件
で

億
円
に
上
っ
た
。
公
表

さ
れ
た
件
数
で
み
る
と
、
大
阪

が

件
(

億
円
)
で
神
奈
川
も

件
(
６
億
円
)
だ
っ
た
。一
方
、

不
正
受
給
が
確
認
さ
れ
た
北
海

道
、
茨
城
、
山
梨
な
ど
の

道

県
は
一
件
も
公
表
し
て
い
な

い
。
不
正
受
給
額
の
う
ち
全
体

の

％
に
当
た
る
１
２
８
億
７

０
０
０
万
円
を
回
収
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
あ
る
飲

食
チ
ェ
ー
ン
は
億
単
位
の
不
正

受
給
を
し
た
も
の
の
、
迅
速
に

返
還
し
た
た
め
企
業
名
な
ど
は

公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

名
前
を
公
表
さ
れ
た
企
業
か
ら

は
「
返
還
さ
え
す
れ
ば
非
公
表

と
な
る
の
は
お
か
し
い
」
と
訴

え
る
声
も
あ
る
。

公
表
さ
れ
た
中
で
不
正
受
給

額
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、

日
本
旅
行
業
協
会
前
会
長
が
代

表
取
締
役
会
長
を
務
め
て
い
た

代
理
店
「
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー

ビ
ス
」
（
東
京
都
）
で
、
３
億

９
３
５
７
万
円
。
酒
類
卸
業
の

「
住
田
」
（
広
島
市
）
が
２
億

８
５
２
万
円
で
続
き
、
ア
パ
レ

ル
業
の「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
」

（
東
京
都
）
は
２
億
７
４
３
万

円
で
３
番
目
だ
っ
た
。
い
ず
れ

も
全
額
返
還
し
て
い
る
。

特
例
措
置
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
き
た
経
済
学
者
の
野
口
悠

紀
雄
・
一
橋
大
名
誉
教
授
は

「
不
正
受
給
の
抑
止
力
に
な
る

た
め
、
不
正
は
全
て
公
表
す
べ

き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

【
石
田
奈
津
子
、奥
山
は
る
な
】
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